
新公立病院改革プランについて（地域医療構想関係部分抜粋） 

 

公立西知多総合病院 

【地域医療構想を踏まえた役割】（Ｐ15～Ｐ18） 

＜５疾病・５事業＞ 

当院は知多半島構想区域内において、医療従事者・医療設備共に最も充実した病院の１

つとなっています。これらの医療資源を最大限に有効活用していくにあたって、これまで

以上にがんや救急医療といった急性期医療の充実・発展を図っていくことが、知多半島構

想区域における当院の貢献であると認識しています。公的医療機関に求められる５疾病５

事業等に関して、以下の点を踏まえ、機能の充実を図っていきます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜地域医療構想を踏まえた病床機能の方向性＞ 

愛知県地域医療構想において、構想区域ごとの将来必要病床数と平成 27年度時点病床機

能報告結果が示されており、地域の医療提供体制のあるべき方向性が明らかになっていま

す。内訳としては、急性期病床が過剰な状況にあり、高度急性期、回復期及び慢性期病床

が不足している結果となっています。これらのあるべき方向性も踏まえ、当院として、適

正な病床機能のあり方を検討していきます。 

 

【再編・ネットワーク化】（Ｐ36） 

知多半島医療圏北西部地域や周辺地域において不足している、あるいは充足が求めら

れている医療機能については、当院の診療体制の強化に加えて、回復期・慢性期をはじ

めとした地域の医療機関との連携により、対応していきます。 

 

【数値目標について】（Ｐ23）                             

 



 


